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外球需暁

お寺の使命
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寺院運営計画書を作成するこ越で
これから取り組むべき邑越が見え冒きます|

「寺院運営計画書」とは、お寺が実践する事業計画を、論理的かつ

具体的に表現するため、5つの構成要素に分類した枠組みです。

全4回の研修で、人口減少や価値観の変化など、お寺を取り巻く

社会環境の変化に対応した「自坊のこれから」を明確にする方法を

学び、お寺独自の計画書を作成します。

住識。鋳守。議糠e総代◎綬員。F目信縫の紗なさまで麟参畑≦建馨もヽ

第12回

辮

参加寺院との意見交換や
交流もできます !

互

第3H

行動計回
マーケティング手l法を使い
受け手の視点を踏まえた
「行動計画」を考える

「―・筋の光がみえてきた」

日頃より、み教えに出遇つ
てくださる方々とどのよう
なご縁づくりができるかと
模索しながら、一喜―憂の繰
り返しを感じている中での
受講でした。
結論から暮iえば受講してよ
かつた !単発の計画行動を
やみくもに行うのではなく、
日頃より考えていたことを
整理し、「今後の西善寺」を長
いスパンで見据えた運営計
画を作れたことは意義深い
経験でした。

議院∈鷺1計画書
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研修修了者を対象とした

フォローアツプ研修

計画書の進捗状況や寺院運営の
事例など、全国の参加者と

交流ができます

で

お寺のビジョン
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無形の価値
お寺の潜在的な強みとは
何かを考える

お寺のビジョン

目指したいお寺の
将来像を考える
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研修全体を通して作成した
世界で一つだけの
F轟錢選曹計画書』を発表

●
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坊守(母 )の希望により、住
職 (父 )とともに3人で受講
しました。これまで語り合う
機会のなかつたお寺の未来
について意見を交わし、方向
性を共有できたことで、これ
まで以上に協働していける
ことを期待しています。
さらに総代さんとも計画を
共有したことで活発な意見
が出るように。ご門徒も巻き
込んだお寺づくりを進めて
いきたいと考えています。
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研修修了―者のコメント

「貴重な経験でした」

知人から紹介され、本研修
に参加するご縁をいただき
ました。
どういうお寺にしたいか、
というゴールを設定し、それ
に対する現在のお寺の状況
を明確にします。そして目標
達成に向けたアクションを考
えていく、という形式がとて
も参考になりました。
同じ悩みを抱えた全国の
仲間と一緒に、寺院運営に
ついて考えることができる
貴重な経験でした。
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「ご門徒の皆さまとともに」
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「寺院関係者の仲間ができた」

国府教区
西浜組 西蓮寺
寺院後継者

黒山 敦

研修を通じて得た大きなこ
とはズバリ、寺院関係者の仲
間んヾできたことです。普段な
かなか堂々と口にできない
お寺の悩みも、オンラインで
遠くの寺院と繋がることで、
様々な活動事例を参考にア
イデアをいただき励まし合
い、楽しみながら計画を実行
することんヾできます。
修了後のフォローアツプ研
修に参加するのもおススメ
です、ぜひご一緒にお寺の活
動を盛り上げてみませんか。

滋賀教区
蒲生下組 廣済寺
坊守

武 智子

安芸教区
深サ|1組 西善寺
住職

多田 浩司

佐賀教区
藤津西組 円福寺
寺院後継者

織田心海



2025(令和 7)年度 寺院サポート講座

『お寺のビジョン作成研修』開催要項

1.目的・内容
「寺院サポート講座」は、住職をはじめ僧侶、坊守、寺族、門信徒など、お寺の持続的な発展を導く人や

協働する人に向けた、それぞれの立場でこれからのお寺づくりに役立てていただくための講座です。

この「お寺のビジョン作成研修」は、寺院の置かれている環境を把握し、寺院を支える人や組織力などを

「無形の価値」として捉え、その強みを生かした 1カ 寺ごとに持続的で実行可能な「寺院運営計画書」を

お寺に関わる方々 (僧侶、坊守、寺族、門信徒)と協働で作成します。是非ご参加ください。

2.講義概要 (全 4回 )
第 1回 お寺を取り巻く環境と受け手の変化を見てみよう 1
日本史上、前例のない人口減となり、お寺を取り巻く環境は劇的に構造変化しています。これからのお寺の在り方に

ついて、受け手 (ご門徒や地域住民など)の視点で具体的に考えます。

第 2回 無形の価値の視点から自坊の強みを見出し、ビジョンを結こう !
無形の価値とは、個 の々お寺が持つ目には見えない力のことを指します。①使命・ビジョン、②人の力、③組織の力、

④関係性の力の4つに分類して、ご自坊の潜在的な強みを明らかにし、将来像 (ビジョン)を描きます。

第 3回 受け手の視点から寺院運営計画を具体化しよう !
これからは、門信徒や地域の人のみならず、もっと広い視野で「お寺が選ばれる」ことを意識して取り組む必要があり

ます。世の中の手法 (マーケテイング)を使って、受け手視点での「寺院運営計画書」作成のヒントを学びます。

第4回 寺院運営計画書を発表しよう !
第 1回からの研修を踏まえて作成した「寺院運営計画書」を発表します。他の受講寺院の発表からも学びあいます。

「自坊のこれから」の新たなスタートです。

3.開催期日  ご希望の日程を、以下 (A～ F)よ り1つ選択のうえお申込みください。
●法務などによりご都合が合わない場合は、前期 (A～C)または後期内 (D～ F)での振替が可能です。

日程 開催時間 第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 備考

一副

期

A 13:30-17:00

事

日U

説

明

会

6/6(金 ) 6/17(火 ) 7/15(火 ) 9/25(木 ) 事前説明会

お申し込み後、別途

ご案内いたします

第 4回  開催時間
日中開催 10:00～ 16100

夜 開 催 生&00～ 21:30
×夜開催は予備国含む

B 13:30-17:00 6/3(火 ) 6/24(火 ) 7/18(金 ) 9/24(水 )

C 19:00～ 21:30 6/10(火 ) 6/26(木 ) 7/14(月 ) 9/16(火 ) 9/19(金 )

後

期

D 13:30かV17:00 11/20(木 ) 12/19(金 ) 1/23(金 ) 3/26(木 )

E 13:30-17:00 11/26(水 ) 12/17(水 ) 1/20(火 ) 3/25(水 )

F 19:00～ 21:30 11/27(木 ) 12/16(火 ) 1/19(月 ) 3/23(月 ) 3/24(火 )

4.開 催 方 法  オンライン (Zoomミ ーティングを使用します)
【参加にあたって】・パソコンやタブレットなどの通信端末が必要となります。

・ワークショップがあるため、住職や寺院関係者がお寺に集まって参加いただくことが望ましい

7.申 込 方 法

ですが、別々にオンラインでご参加いただくことも可能です。

90カ寺 (各日程 15カ寺程度)

必須 :住職 (法人代表者)または住職後継予定者

推奨する同伴者 :所属寺院関係者 (衆徒、坊守、寺族、門信徒等)よ り1名以上

※全 4回中 3国以上参加できること (最終回は必須)

右の QRコードまたは宗派公式ウェブサイト (お寺のビジョン作成

研修のページ)よ り入カフォームヘ必要事項をご入力ください。→

各日程とも、第 1回開催の 1週間前 (定員になり次第締め切ります)

¥16,000.‐ (1寺院)
振込先(1)郵便振替  01060-8-100
(2)加入者名  浄土真宗本願寺派 宗務所
※通信欄に「お寺のビジョン作成研修」とご記入ください。

10.主   催  浄土真宗本願寺派 (伝道部)
教区や組 (10カ寺以上)に よる対面開催のご希望や詳しいお問い合わせにつきましては、宗務所内伝道部

[jiin― support@hongwanji.or.jp又は 075-371中 5181代表 ]ま でご連絡ください。       以 上

5。 募集寺院数

6.参 加 対 象

8.申 込 締 切

9.参 加 費 用


